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決算説明会
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決算ハイライト

第２四半期営業利益（累計）は
５１５億円となり過去最高を更新

ユーロ円ＣＢ１,０００億円起債で
中期成長を支える財務基盤確立

エマソンＥＭＣ事業買収により
グローバル戦略基盤を構築し、
通期売上高を上方修正

＊通期売上高を、期初予想6,600億円から今回予想7,000億円へ上方修正

（＊）
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連結決算業績

（百万円）
０９年度
第２四半期

（累計）

１０年度
第２四半期

（累計）

前年比
１０年度

通期見込

売上高 268,743 340,791 +26.8% 700,000

営業利益 28,321 51,522 +81.9% 100,000

利益率 10.5% 15.1% 14.3%

税引前利益 22,474 41,293 +83.7% 95,000

当期利益 13,788 27,014 +95.9% 63,000

一株利益（円） 98.99 193.94 +95.9% 452.29

対米ドル為替レート

平均・・・

期末・・・

95.49円

90.21円

88.95円

83.82円

-6.8%

-7.1%

80.00円
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15.1%

11.2%

4.5%

10.5%

15.7%

13.5%

半期別の業績推移

（億円） （億円）

4,000

2,000 400

800

0 0

売上高（左軸） 営業利益（右軸）

営業利益率

3,633

2,475
2,687

408

283

上期 下期 上期

09年度 10年度08年度 08年度 09年度 10年度

112

下期 上期 下期

（予）

3,187

3,408
3,592

500 515
485
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12.4%
11.8%

7.2%

1.1%

8.3%

15.4%
15.9%

15.8%

14.4%

四半期別の業績推移

（億円） （億円）

2,000

1,000 200

400

0 0

売上高（左軸） 営業利益（右軸）

営業利益率
1,894

1,408

1,067

1,235

1,453
1,524

1,663
1,708
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103

180

235

265
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2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

09年度 09年度 09年度 10年度08年度 08年度 08年度 09年度 10年度

1,700

245
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ＨＤＤモータ出荷台数見通し

131

152
161 163

156
165 168 170

100
124 131 131 128 133 135 136

0

50

100

150

200

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

HDD市場

当社モータ

（百万台）

（予） （予）

（出所：各種資料より日本電産ＩＲ部推定）

09年度 09年度 09年度 09年度 10年度 10年度 10年度 10年度
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設備投資・減価償却費・研究開発費

369

294
329

304

435

268

530

350

246

155 131

330

247

650

270

0

350

700

08年度 09年度 10年度 08年度 09年度 10年度 08年度 09年度 10年度

設備投資 減価償却費 研究開発費（億円）

（見
込）

（見
込）

（見
込）

（期初年間予想）

（期初年間予想）

（期初年間予想）

（今回見直）

（今回見直）

（今回見直）
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上場グループ企業の業績

（百万円）

１０年度第２四半期

（累計）

１０年度通期会社計画

（累計）

連結営業利益 従前会社予想 達成率 営業利益計画 進捗率

日本電産

サンキョー
6,540 5,700 +15% 11,200 58%

日本電産

コパル
4,818 4,100 +18% 9,000 54%

日本電産

トーソク
1,932 1,860 +4% 4,560 42%

日本電産

コパル電子
2,613 2,000 +31% 4,500 58%

日本電産

リード
1,204 900 +34%

2,100

（今回上方修正）
57%

上場５社

合計
17,107 14,560 +17% 31,360 55%

※上記は国内会計基準に基づいて発表された業績数値です。
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Vision 2015Vision 2015

10

２兆円企業グループの形成を視野に、自律成長＋Ｍ＆Ａ
で成長戦略を再加速

09年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度

中期経営目標：Vision 2015

（売上高：兆円）

１

２

１兆円

２兆円

自律成長

Ｍ＆Ａ
新
生
日
本
電
産

（予）（予） （予） （予） （予）（予）

企
業
変
革
断
行
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ビジネスポートフォリオの転換

（売上高：億円）

精
密
小
型
モ
ー
タ

車
載
用

家
電
・

そ
の
他
の
製
品
グ
ル
ー
プ

２本柱 ４本柱
5,000 5,000 5,000 5,000

精
密
小
型
モ
ー
タ

車
載
用
モ
ー
タ

家
電
・
産
業
用
モ
ー
タ

そ
の
他
の
製
品
グ
ル
ー
プ

2010年度（予想） Vision2015

産
業
用

ターゲット

（＊）

＊その他の製品グループ：機器装置＋電子・光学部品＋その他（＊）

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

（売上高：億円）
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0

2,500

5,000

09年度 10年度 12年度 15年度

その他小型ﾓｰﾀ
ﾌｧﾝﾓｰﾀ
その他DCﾓｰﾀ
HDDﾓｰﾀ

0

2,500

5,000

09年度 10年度 12年度 15年度

精密小型モータ：今後のビジョン

（売上高：億円）

高収益化を
更に加速

（目標） （目標） （目標）

営業利益率
ターゲット

19%
20%

25%

30%

５，０００億円

安定
成長

ターゲット
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ＨＤＤ需要は２０１４年度に１０億台を突破、巨大市場へ

ＨＤＤモータの数量見通し

（百万台）

５００

１０００

当社モータ

ＨＤＤ需要

１０億台
突破

（予）（予） （予） （予） （予）（予）

ＨＤＤモータシェア
８割を堅持

09年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度

14

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

高容量用ＨＤＤモータの出荷トレンド

（百万台）

09年度 10年度 11年度 12年度

30

3.5” ＦＣＣ

2.5” ＳＦＦ

２機種合計
（ＳＦＦ+ＦＣＣ）

４年で６倍

10

＜高容量用ＨＤＤモータ出荷予想＞

サーバーシステム

クラウドや
大規模データセンター
の普及・拡大によって

高容量用機種の
需要拡大を予想

（予） （予） （予）

（四半期別数量推移）

20

14
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家電・産業用モータ：今後のビジョン

５，０００億円（売上高：億円）

（目標） （目標） （目標）

高成長

ターゲット

＊テクノモータ：日本電産ｼﾊﾞｳﾗ＋日本電産ﾊﾟﾜｰﾓｰﾀ

（＊）

Ｍ＆Ａを
更に加速

0

2,500

5,000

09年度 10年度 12年度 15年度

Ｍ＆Ａ
エマソン
ソーレモータ
テクノモータ

16

米・エマソン社、ＥＭＣ事業を買収
欧・ソーレモータ買収と併せ、家電・産業用モータの

グローバル拡販戦略の基盤を構築

（＊）

＊Emerson Motors and Controls 

Ｍ＆Ａを加速

垂直中空軸モータ（500馬力）高推力垂直モータ（5000馬力）

API 547水平モータ（1000馬力）

産業洗浄用モータ（2馬力）
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エマソンＥＭＣ事業
（＊）

＊2010年9月30日の事業買収により、現名称は日本電産モータホールディングズ株式会社

産業用途
（売上の55％）

家電用途
（売上の45％）

産業関連
（売上の36％）

空調関連
（売上の19％）

電化製品
（売上の41％）

その他
（売上の4％）

一般産業用機械
上下水道・プール
農業用機械
車両電動化

住居用ｴｱｺﾝ
炉/空調調整
屋根裏ｼｽﾃﾑ
冷却塔

洗濯機
乾燥機
食洗器
電化製品制御

電子制御
ヘッドランプ
ｼｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ
商業用部品

セグメント

産業別
カテゴリー

対象分野

注）2009年9月期
におけるEMC事
業の連結売上高
であり未監査の
財務数値です。

米国ｺﾝｸﾞﾛﾏﾘｯﾄ企業エマソン社の
産業用、空調用、家電用モータ事業

売上規模：836百万ﾄﾞﾙ
従業員数：約6,000名 （注）
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車両電動化への新潮流

対象分野 モータ技術 量産予定

電気自動車 ＩＰＭ 量産開始

ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ ＩＰＭ 2011年

重機関連 ＳＲ 2012年

農業用ﾄﾗｸﾀｰ ＳＲ 2013年

（＊2）

（＊3）

＊２） Interior Permanent Magnetﾓｰﾀ：ﾛｰﾀ内部に磁石を埋め込んだﾓｰﾀ。

＊３） Switched Reluctanceﾓｰﾀ：ﾛｰﾀとｽﾃｰﾀ間の磁気抵抗差を利用し回転するﾓｰﾀで
永久磁石を使わずに済む。

ＥＭＣ事業、電動車両向けにも強力展開
（＊1）

＊１）2010年9月30日の事業買収により、現名称は日本電産モータホールディングズ株式会社
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駆動モータ以外の部品も電動化

冷却用
ファンモータ

オイルポンプ
用モータ

ＨＶＡＣ
システム用

モータ

コンプレッサー用
モータ

ブレーキ用
モータ

発電機用
モータ

オール シナジーで新市場攻略
農業収穫用ＨＥＶ

トラクター

heating, ventilating, air conditioning 

（＊）

（＊）

メイン駆動用
モータ

20

家電・産業用モータの世界戦略

地域別

市場区分
南北アメリカ圏 ＥＵ圏

日本を含む

アジア圏

家
電
用

中型

産
業
用

中型

大型

日本
電産
モータ
（エマソンＥ

ＭＣ）

日本電産
ソーレモータ

日本電産ﾊﾟﾜｰﾓｰﾀ

日本電産
シバウラ

グローバル戦略基盤を構築

未攻略市場を追撃
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車載用モータ：今後のビジョン

（売上高：億円）

＊電動パワステ用途やデュアルクラッチ用等の日本電産本体分＋ＮＭＡ

（目標） （目標） （目標）

５，０００億円

（＊）

ターゲット

高成長
Ｍ＆Ａを
今後加速

0

2,500

5,000

09年度 10年度 12年度 15年度

Ｍ＆Ａ（2012年度以後）

Ｍ＆Ａ（2012年度以前）

自律成長

22

（百万台）

電動パワステ用のグローバル展開

20

15

5

ブラシレス
電動パワステ
用モータは、
５倍を視野

（予）（予） （予）

10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度

（予） （予）（予）

中国（平湖）
生産

中国（大連）
生産

欧州（ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ）
生産

10

北米（ﾒｷｼｺ）
生産
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車載用ブラシレス化が急速進展

重点４製品群

09年度 10年度 12年度 15年度 09年度 10年度 12年度 15年度

09年度 10年度 12年度 15年度 09年度 10年度 12年度 15年度

（百万台） 3 （百万台）

（百万台）1 1 （百万台）

2

1

0.5 0.5

ﾃﾞｭｱﾙｸﾗｯﾁ用
ﾌﾞﾗｼﾚｽﾓｰﾀ

電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ用
ﾌﾞﾗｼﾚｽﾓｰﾀ

HEVﾊﾞｯﾃﾘ冷却用
ﾌﾞﾗｼﾚｽﾓｰﾀ

ｴﾝｼﾞﾝ冷却用
ﾌﾞﾗｼﾚｽﾓｰﾀ

5

4

3

2

1
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その他の製品グループ：今後のビジョン

（売上高：億円）

（目標） （目標） （目標）

５，０００億円
ターゲット

0

2,500

5,000

09年度 10年度 12年度 15年度

Ｍ＆Ａ

その他
電子・光学部品

機器装置 高成長
自律成長
とＭ＆Ａ
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新興市場対策①

★

ニューデリー近郊の
グルガオンに

インド販売現法設立
（１２月予定）

２０１１年に、日本電産工業
園を開設（家電用・車載用

工場を先行建設予定）

市場拡大を待ち受け

インド市場へ進出

●ムンバイ

グルガオン

★プナ：日本電産モータ、
技術開発センター

26

新興市場対策②

中華圏販売体制

大連

上海

北京

香港（中国統括販社）

深セン

広州

長春

鄭州

成都

武漢

重慶

台北

青島

＊青島は１２月開設予定

既存販社（赤玉）

既存分公司（青玉）

新規分公司

（緑星）★

急成長を
遂げる中国の

ローカルメーカー
（家電・車載・ＩＴ）

への拡販を図る

（緑玉）

今後進出予定

★
厦門

★
南京

★
合肥

★長沙

★
天津★太原

★瀋陽

★
蘇州
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トピックス：世界Ｎｏ．１のモータ

一番にこだわり、何事においても

世界トップを目指す

ブラシレスモータ
を搭載したグライダー

がＦ５Ｂ
世界選手権で優勝

（＊）

＊Ｆ５Ｂ世界選手権は、隔年で開催され今回で13回目（2010年8月25日、米・インディアナ州
マンシーにて）。世界の強豪が集う熾烈なレースで自動車に例えればＦ１に相当します。
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－注意事項－

本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する見
通し、期待、判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来予測に基づく記載や
発言は、為替変動、製品に対する需要変動、各種モータの開発・生産能力、関係会社の
業績及びその他のリスクや不確定要素を含みます。本プレゼンテーション及び引き続き
行われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来的予測に基づく記載や発言は、プ
レゼンテーションの日に入手可能な情報に基づいており、私達は、このような将来予測に
基づく記載や発言を更新する義務を負いません。また、この記載や発言は、将来の実績
を保証するものではなく、実際の結果が、私達の現在の期待とは、実体的に異なる場合
があります。このような違いには、多数の要素が原因となり得ます。

－注意事項－

本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する見
通し、期待、判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来予測に基づく記載や
発言は、為替変動、製品に対する需要変動、各種モータの開発・生産能力、関係会社の
業績及びその他のリスクや不確定要素を含みます。本プレゼンテーション及び引き続き
行われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来的予測に基づく記載や発言は、プ
レゼンテーションの日に入手可能な情報に基づいており、私達は、このような将来予測に
基づく記載や発言を更新する義務を負いません。また、この記載や発言は、将来の実績
を保証するものではなく、実際の結果が、私達の現在の期待とは、実体的に異なる場合
があります。このような違いには、多数の要素が原因となり得ます。

冒頭ページに掲載のレーシングカー（写真）は、来る2010年11月5日（金）から11月7日（日）までの
三日間、珠海国際サーキット（中華人民共和国広東省珠海市）で開催される「アジアン ル・マン シ
リーズ」に参戦するレーシングカーです。東海大学工学部動力機械工学科ル・マンプロジェクトのプロ
ジェクト理念に賛同し、日本電産株式会社がメインスポンサーとして支援します。また同プロジェクト
では2011年度のル・マン本戦にハイブリッド車での参戦を計画しており、当社は東海大学と共に
レーシングカーに搭載するハイブリッド車用モータの開発・研究に取り組んでおります。



Nidec ロゴは、日本電産㈱の日本国、米国およびその他の国に
おける登録商標または商標です。

All for dreams ロゴは、日本電産㈱の日本国における登録商標
または米国およびその他の国の商標です。
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お問い合わせ先
日本電産株式会社 ＩＲ部
Tel： 075-935-6140

E-mail： ir@jp.nidec.com

業績推移・
製品グループ別

状況

（＊）

補足資料

30

2010年9月30日のエマソン社の Motors & Controls 事業買収により新たに大型産業用モータが加わること
に伴い、従来の「中型モータ」から「一般モータ」へ名称を変更しております。

＊
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64.3%
(70.8%)

50.2%
(58.9%)

30.6%
(36.3%)

11.7%
（13.4%)

2.8%
5.1%14.1%

(11.8%)

11.2%
(6.3%)

19.5%
(18.3%)

その他ＤＣモータ
光ディスク装置用、
ＯＡ機器用、
ポリゴンレーザスキャナ用、
その他ブラシレスＤＣモータ

自動車用、家電用、産業用

産業用ロボット、基板検査装置、

高速プレス機器、チップ実装機、
計測機器、変減速機、ＦＡ機器、
カードリーダー

カメラシャッタ、レンズユニット、
スイッチ、トリマポテンショメータ、
モータ駆動ユニット、
部品加工、樹脂成型品

ファンモータ
ＭＰＵクーリング向け、
ゲーム機、
ＰＣ・通信機器用、
家電用、自動車用

その他小型モータ
携帯電話用振動モータ、
ブラシ付モータ、
ステッピングモータ

ＨＤＤモータ

モータモータモータ

5.0%
(4.6%)

自動車部品、
ピボットアッセンブリ、
物流・サービス他、
オルゴール関連商品

一般モータ一般モータ一般モータ

電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品

その他その他その他

3,408億円

(   )内のパーセントは昨年度の構成比率

精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ

製品グループ別売上構成（１０年度上期）

機器装置機器装置機器装置
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350

261

0

1,000

2,000

3,000

4,000

09年度上期 10年度上期

0

100

200

300

400

その他小型モータ（左軸）

ファンモータ（左軸）

その他DCモータ（左軸）

HDDモータ（左軸）

営業利益（右軸）
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製品グループ別業績 （１）
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製品グループ別業績 （２）
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（百万円）
連結売上高 連結営業利益 連結当期利益

09年度
上期実績

10年度
上期実績

10年度
通期見込

09年度
上期実績

10年度
上期実績

10年度
通期見込

09年度
上期実績

10年度
上期実績

10年度
通期見込

日本電産
サンキョー

33,217 48,182 90,500 2,012 6,540 11,200 474 3,981 6,200

日本電産
コパル

29,272 39,959 73,000 1,808 4,818 9,000 1,151 3,036 4,950

日本電産
トーソク

10,327 14,637 27,700 513 1,932 4,560 -770 1,090 2,550

日本電産
コパル電子

10,689 15,796 28,000 682 2,613 4,500 357 1,568 2,600

日本電産
リード

2,556 6,201 10,500 161 1,204 2,100 125 732 1,300

上場５社
合計

86,061 124,775 229,700 5,176 17,107 31,360 1,337 10,407 17,600

※上記は国内会計基準に基づいて発表された業績数値です。

上場グループ企業の業績見込み
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ＨＤＤモータ：１０年度上期実績
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その他ＤＣモータ：１０年度上期実績
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ファンモータ：１０年度上期実績

（売上高：億円）
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一般モータ：１０年度上期実績
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296

476
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日本電産 日本電産モーターズ＆アクチュエーターズ
日本電産ソーレモータ 営業利益（右軸）

（売上高：億円） （営業利益：億円）

＊

＊

2010年9月30日のエマソン社の Motors & Controls 事業買収により新たに大型産業用モータが加わること
に伴い、従来の「中型モータ」から「一般モータ」へ名称を変更しております。
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機器装置：１０年度上期実績
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電子・光学部品：１０年度上期実績
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時間 会社名 コード 場所

9:30-11:00 日本電産 6594 4階ホール

11:10-12:00 日本電産サンキョー 7757 4階ホール

13:00-13:40 日本電産コパル 7756 311-312号室

13:45-14:25 日本電産コパル電子 6883 311-312号室

14:30-15:10 日本電産トーソク 7728 311-312号室

15:15-15:55 日本電産リード 6833 311-312号室

引き続き、グループ企業の第２四半期決算説明会
にもご出席いただきますようお願い致します。

本日の第２四半期決算説明会


